


[bookmark: _Hlk224294390]安全衛生対策に係る自主点検及び再発防止対策の報告（熱中症災害予防）

●　この自主点検票は、過去の災害発生当時の状況についてご回答ください。
●　回答に当たっては、自主点検票の選択肢に「☑」を付けていただくものと、具体的な内容を自由記入していただくものがあります。
　　また、「その他」に当てはまる場合には、具体的にその内容を（　　　）にご記入ください。

ご記入いただく方のお名前と連絡先をご記入ください。
会社名：

事業場名  ：

ご担当者名：

メールアドレス：

問１－①　貴事業所では、屋外作業又は暑熱もしくは多湿の屋内作業がありますか。
	□　屋外作業がある　　□　暑熱もしくは多湿の屋内作業がある
□　上記の作業がない



問１－②　暑さ指数を把握し活用していますか。
	□　作業場所の暑さ指数を計測し、
　□　労働者に周知している　□　作業時間の短縮などに活用している
　□　活用していない
□　計測していないが、地域の暑さ指数を把握し、
　□　労働者に周知している　□　作業時間の短縮などに活用している
　□　活用していない
□　暑さ指数を把握しておらず、特段活用していない



問１－③　熱中症予防対策を実施していますか。（該当するものすべてに☑）
	□　昼間の作業時間を短縮したり、早朝・夕方の時間に移している
□　熱への順化（※）期間を設けている。
※　気温が高くなる時期において作業時間を通常より短く設定し数日かけて通常の作業時間に戻すような取組をしている
□　作業場所においてシートなどで日陰を作ったり扇風機を使用している
□　涼しい休憩場所を確保し、おしぼり、飲料水等を備え付けている
□　通気性の良い輻輳、ヘルメット等を着用させている
□　朝礼時に体調不良の者を把握し、作業場所・時間を配慮している
□　作業中の巡視で労働者の水分・塩分の摂取や不調者がいないか確認している
□　高血圧症などの有疾患者や健康診断の有所見者に対し作業場所・時間を配慮している
□　労働者に対し熱中症予防対策のための教育を行っている
□　熱中症のおそれのある作業者の早期発見のための体制を整備している
□　熱中症の重篤化を防止するための措置の実施手順を作成している
□　早期発見のための体制や、重篤化防止のための手順を関係作業者に周知している
□　労働災害の事例の分析、分析結果に基づく再発防止対策に取り組む体制を整えている
□　その他


□　取り組んでいない



１－④　取り組んでいない理由として何が挙げられますか。（該当するものすべてに☑）
	□　必要性を感じない　　　　□　取り組み方がわからない　
□　経費がかかり過ぎる（元請・注文者等から十分な安全衛生経費をもらっていないものを含む。）
□　労働者の関心がない　　□　専門スタッフがいない
□　該当する労働者がいない　　　　　　　　　□　その他





問２　熱中症が発生した当日の被災者についてお伺いします。
　２－①　当日の被災者の作業はどのような内容でしたか。
	




　２－②　被災者は朝食を済ませて作業現場に入っていましたか。
	□　現場に入る前に朝食を摂っていた
□　現場に入る前に朝食を摂っていなかった
□　朝食を摂っていたかどうかわからない


　


２－③　被災者は前日に飲酒をしていましたか。
	□　前日に飲酒をしていた
□　前日に飲酒をしていなかった
□　前日に飲酒をしていたかどうかわからない



　２－④　被災者は前日に十分に睡眠をとっていましたか。
	□　十分に睡眠をとっていた（　　時間程度）
□　あまり睡眠をとれていなかった（　　時間程度）
□　睡眠をとれていたかどうかわからない



　２－⑤　被災者は当日水分をしっかりと摂取できていましたか。
	□　水分を摂取していた
□　水分を摂取していなかった
□　水分を摂取していたかどうかわからない



問３　熱中症による労働災害（ヒヤリハットを含む）が発生した原因は何ですか。
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